
自衛隊神奈川地方協力本部

東海大学で本部長が講義
バ
ル
ガ
バ
ナ
ン
ス
論
」
の
授
業
に
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し

つ
、
典
型
的
な
海
洋
国
家
で
あ
る
日
本
に
と
っ
て
海
上
防
衛

に
、「
海
洋
国
家
日
本
に
と
っ
て
海
の
安
全
保
障
を
実
現
す
る

済
学
部
政
治
学
科　

小
川
裕
子
教
授
が
受
け
持
つ
「
グ
ロ
ー

た
国
際
貢
献
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
義
を
行
っ
た
。「
グ
ロ
ー

聴
講
し
た
政
治
学
科
１
、
２
年
生
の
約
７
０
名
の
学
生
は
熱

は
、
７
月
４
日
（
火
）、
昨
年
に
引
き
続
き
東
海
大
学
政
治
経

拡
大
す
る
今
日
の
世
界
を
ど
の
よ
う
に
統
治
し
て
い
く
の
か

て
招
か
れ
、
湘
南
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
教
室
で
「
現
場
か
ら
見

隊
も
主
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
驚
く
と
と
も

感
じ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

る
実
態
に
つ
い
て
、
実
務
的
観
点
か
ら
学
生
に
理
解
さ
せ
る

神
奈
川
地
本
で
は
、「
学
校
で
の
講
義
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
機

賊
対
処
行
動
に
つ
い
て
は
、
国
際
社
会
が
結
束
し
て
取
り
組

こ
と
が
い
か
に
重
要
か
分
か
っ
た
」「
海
上
自
衛
隊
の
活
動
が

バ
ル
ガ
バ
ナ
ン
ス
論
」
と
は
、
テ
ロ
や
暴
力
的
過
激
主
義
が

軍
事
活
動
の
有
用
性
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
紹
介
し
、

国
際
貢
献
に
つ
な
が
る
と
知
り
、
日
本
人
と
し
て
誇
ら
し
く

会
を
積
極
的
に
活
用
し
、
自
衛
隊
の
活
動
に
つ
い
て
の
理
解

心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

任
務
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
に
つ
い
て
、
自
身
の
経
験
を

賊
対
処
の
た
め
の
活
動
が
国
際
的
に
展
開
さ
れ
、
海
上
自
衛

学
生
か
ら
は
、
海
賊
が
実
在
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
海

高等工科学校オープンスクール参加
行
動
の
動
画
放
映
が
行
わ
れ
、
整
然
と
し
た
パ
レ
ー
ド
風
景

向
け
た
支
援
を
行
い
、

見
受
け
ら
れ
、「
見
て
良
か
っ
た
で
す
。
絶
対
受
け
ま
す
！
」

当
日
は
、
講
堂
に
お
い
て
学
校
長
の
挨
拶
の
後
、
全
体
説

姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。

に
て
開
催
さ
れ
た
、『
高
等
工
科
学
校
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
』

の
様
子
を
見
学
し
、
参
加
者
が
一
緒
に
参
加
し
た
ご
家
族
と

生
す
る
事
を
心
待
ち

将
来
の
夢
の
実
現
に

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

に
し
て
い
る
。

優
秀
な
自
衛
官
が
誕

者
は
身
を
乗
り
出
し
て
視
聴
し
て
い
た
。

自衛隊員になったつもりで体験搭乗
一
般
公
募
に
よ
り
溝
の
口
募
集
案
内
所
に
集
ま
っ
た
１
０

味
や
理
解
の
促
進
に
努
め
、
自
衛
隊
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら

身
に
か
つ
的
確
に
答
え
、
参
加
者
た
ち
と
の
親
睦
も
深
ま
っ

川
崎
市
内
に
お
い
て
、
高
機
動
車
の
体
験
搭
乗
を
実
施
し
た
。

明
、
車
両
展
示
、
体
験
搭
乗
及
び
広
報
官
と
の
懇
談
な
ど
有

え
る
よ
う
広
報
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
き
た
い
」
と
し
て

長　

辻
２
等
陸
尉
）
は
、
令
和
５
年
７
月
２
９
日
（
土
）
に

参
加
者
た
ち
が
ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
な
思
い
で
、
心
か
ら
楽

名
の
参
加
者
た
ち
は
、
猛
暑
の
中
、
自
衛
隊
車
両
の
概
要
説

自
衛
隊
神
奈
川
地
方
協
力
本
部
長
の
平
井
克
英
１
等
海
佐

自
衛
隊
神
奈
川
地
方
協
力
本
部
川
崎
出
張
所
（
所
長　

宮

自
衛
隊
神
奈
川
地
方
協
力
本
部
溝
の
口
募
集
案
内
所
（
所

良
か
っ
た
」「
車
両
が
大
き
い
わ
り
に
、
小
回
り
が
利
く
の

い
る
。

普
段
隊
員
が
乗
る
座
席
に
座
り
、
自
衛
隊
員
に
な
っ
た
か

溝
の
口
募
集
案
内
所
は
「
今
後
も
、
自
衛
隊
に
対
す
る
興

体
験
搭
乗
で
は
、
普
段
見
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
乗
る
機
会

ま
た
体
験
搭
乗
終
了
後
、
広
報
官
と
の
懇
談
が
和
や
か
な

た
。

雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ
、
参
加
者
た
ち
か
ら
の
自
衛
隊
員
の

に
驚
い
た
」
と
話
し
て
い
た
。

私
生
活
や
仕
事
内
容
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
広
報
官
が
親

に
同
校
の
受
験
を
検
討
し
て
い
る
ご
家
族
と
参
加
し
た
。

へ
の
参
加
等
を
通
じ
、

講
堂
で
の
説
明
後
は
、
整
っ
て
い
る
生
活
環
境
や
、
授
業

３
０
日
（
日
）
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
（
横
須
賀
市
）

自
分
が
入
校
し
た
姿
を
想
像
し
な
が
ら
笑
顔
で
話
す
様
子
も

城
英
明
２
等
陸
尉
）
は
、
令
和
５
年
７
月
２
９
日
（
土
）、

や
、
衣
食
住
の
生
活
環
境
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
様
子
を
、
参
加

川
崎
出
張
所
で
は
、

と
話
す
高
等
工
科
学

明
や
卒
業
後
の
進
路
等
の
説
明
に
続
い
て
、
生
徒
の
１
日
の

こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ん
だ
こ
と
で
海
賊
行
為
を
激
減
で
き
、
国
際
貢
献
に
お
け
る

を
探
求
す
る
学
問
で
あ
り
、
地
球
規
模
の
課
題
に
挑
ん
で
い

１
０
０
分
に
及
ぶ
講
義
で
は
、
防
衛
白
書
を
基
調
と
し
つ

交
え
て
説
明
し
た
。
な
か
で
も
１
０
年
以
上
続
い
て
い
る
海

力
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
、
そ
し
て
海
上
自
衛
隊
の
海
外

を
深
め
て
頂
く
よ
う
努
め
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。

校
生
徒
合
格
を
目
指

し
て
い
る
参
加
者
の

の
な
い
高
機
動
車
で
川
崎
市
内
を
約
３
０
分
ほ
ど
走
行
し
、

の
よ
う
な
参
加
者
た
ち
は
、「
思
っ
た
よ
り
も
乗
り
心
地
が

し
ん
で
い
る
様
子
が
う
か
が
え
た
。

意
義
な
時
間
を
過
ご
し
た
。


